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第 2 四半期業績予想と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2022 年 4 月 14 日に公表致しました 2023 年 2 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想と本日公表の

実績値において差異が生じましたこと、また当該実績値を踏まえ、2022 年 10 月 6 日開催の取締役会において、2023 年

2 月期通期連結業績予想及び１株当たり配当予想をそれぞれ修正することと致しましたことを、下記の通りお知らせ致しま

す。 

記 

1. 2023 年 2 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 

（2022 年 3 月 1 日～2022 年 8 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

24,650 

百万円 

△1,060 

百万円 

△1,090 

百万円 

△1,120 

円 銭 

△92.36 

実績値（Ｂ） 25,464 △317 △141 △246 △20.28 

増減額（Ｂ－Ａ） 814 743 949 874  

増減率（％） 3.3 － － －  

（参考）前期実績 

（2022 年 2 月期第 2 四半期）  
16,436 △2,033 △1,876 △1,910 △157.66 

(注) 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「新収益認識基準」）等を当連結会計年

度から適用している為、上記の前回発表予想及び実績値は新収益認識基準を適用した後の金額です。前期実績については新

収益認識基準適用前の実績値を記載しております。 

 

2. 2023 年 2 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年 3 月 1 日～2023 年 2 月 28 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

56,000 

百万円 

1,200 

百万円 

1,140 

百万円 

900 

円 銭 

74.22 
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今回修正予想（Ｂ） 56,600 1,600 1,750 1,440 118.58 

増減額（Ｂ－Ａ） 600 400 610 540  

増減率（％） 1.1 33.3 53.5 60.0  

（参考）前期実績 

（2022 年 2 月期） 
38,642 △1,058 △735 661 54.59 

(注) 新収益認識基準を当連結会計年度から適用している為、上記の前回発表予想及び今回修正予想は新収益認識基準を適用し

た後の金額です。前期実績については新収益認識基準適用前の実績値を記載しております。 

 

3. 配当予想の修正 

 年間配当金 

 第 2 四半期末 期末 合計 

前回予想 
円 銭 

0.00 

円 銭 

40.00 

円 銭 

40.00 

今回修正予想  50.00 50.00 

当期実績 0.00   

前期実績 

（2022 年 2 月期） 
0.00 0.00 0.00 

 

4. 差異及び修正の理由 

2023 年 2 月期第 2 四半期連結累計期間につきまして、売上高は、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置などの

行動制限に繋がる規制が実施されなかったこともあり、堅調に推移したことにより、前回予想を上回る結果となりました。利益

につきましては、プロパー販売強化や値引販売の値引率抑制が計画通りに進展したこと、販管費はほぼ計画通りに進捗した

こと等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、それぞれ前回予想を上回りました。 

上記実績値を踏まえ、2022 年 4 月 14 日に公表しました 2023 年 2 月期の通期連結業績予想の修正を行うこととな

りました。 

配当予想につきまして、当社は、経営体質の強化を図る一方、株主還元を経営の最重要課題の一つと考え、財務体質

の強化及び新規ブランドの開発、情報システムの整備等に必要な内部留保の水準等を総合的に勘案の上、継続的な安

定配当を実施することを基本方針としております。上記方針の下、株主還元目標については、2022 年 4 月 14 日公表の

「中期経営計画（2023 年 2 月期～2025 年 2 月期）」において、2023 年 2 月期は 40 円配当を計画、2024 年 2

月期以降は DOE（株主資本配当率）2%の配当実施を目指すこととしておりました。 

今般、2023 年 2 月期の通期連結業績予想の修正に伴い、株主還元目標である DOE 2%の配当を 2023 年 2 月

期より前倒して実施することとしました。2023 年 2 月期の期末配当予想につきましては、1 株当たり 40 円から 10 円増配

の 50 円に修正致します。 

 

(注) 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後発生する様々な要因よって予想数値

と異なる可能性があります。 

 

以 上 


